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「近代光学の父」と呼ばれるイブン・ハ
イサムの光学研究から1000年、アイン
シュタインの一般相対性理論の発表から
100年、チャールズ・カオの光ファイバー
の提唱から50年など、2015年は光に関
して節目となる重要な年です。

そこで国際連合は、2015年を「光と光
技術の国際年（国際光年）」とすることを
宣言しました。多くの国際学術連合も、こ
の宣言に積極的に賛同し、日本でも日本
学術会議が中心となって、4月に行われ
た国際光年記念シンポジウムを皮切りとし
て、各種イベントや、市民との対話が行わ
れています。

JSTでも11月15日（日）午後に、東京
台場地域で開催されるサイエンスアゴラ
2015※の一環で、“「ひかり」を通して見る
宇宙・時・わたしたちの歩みと未来”を開
催します。気鋭のアーティストや最先端の
研究者たちによる、光にまつわる魅力的な
講演や実演が行われます。身近な存在の
光を改めて見つめ直す機会として、多くの
方々のご参加をお待ちしています。

この記念すべき年に、JSTでは、光の
分野を中心とした、新たな技術シーズを生
み出すことをめざして基礎研究に取り組む
領域を発足させました（戦略的創造研究
推進事業 CREST・さきがけ）。新たなも
のづくり産業を創り出すためには、画期的
なレーザー加工システムの登場が期待さ
れています。高度情報化社会を支えるた
めには、革新的な光通信ネットワークの構
築が必要です。細胞内部や複雑な物質
などの「見えなかったものを見る」ためのイ
メージング技術の開発にも、光科学技術
の進展が欠かせません。JSTでは、光分
野の研究開発や光技術の社会への普及
を一層進めていきたいと思います。

編集長：上野茂幸／企画・編集：浅羽雅晴・安藤裕輔・菅野智さと・佐藤勝昭・多田羅尚子・中村江利子・松元美香・
山下礼士　制作：株式会社学研プラス・株式会社麴町企画／印刷・製本：北越印刷株式会社

研 究 監 メ ッ セ ー ジ

表 紙 写 真
東京大学赤門前で、タブレット型端末を手に
観光プラン作成支援ツールを試すRISTEX 
研究開発成果実装支援プログラム研究者
の原さん。ものづくりの視点を観光サービス
に応用し、旅行者支援だけにとどまらず、地域
の活性化も期待されている。
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地域を元気に
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F E A T U R E

科学には、物理学や化学、生物学などの「自然科学」という意味
だけでなく、社会科学や人文学も含めた「学問」という意味がありま
す。つまり、サービス科学とは、サービスを研究する「サービス学」と
いうことです。サービスに関連する自然科学、エンジニアリング、マ
ネージメント、マーケティング、デザインなども含まれるので、サービ
ス科学の裾野は広がってきています。

1975年頃、計算機科学は科学なのか？ という議論がアメリカで
盛んに行われました。その頃は、データを並べ替えるソーティングや、
人間にわかりやすい形で書かれたプログラムをコンピューターで実
行できる形に翻訳するコンパイラーなどの理論が誕生途上にありま
した。自然科学になぞらえて、計算機科学でも人工物を観察し、分
析し、法則を見つけ、抽象化して最終的には定理化するので、科学
なのだと広く認められるようになりました。

サービス科学もこれとよく似ています。サービスの現場を観察し、分
析し、法則を見つけ、抽象化し、定理を導き出すことで、サービスを形
づくる要素が普遍性を持つようになり、誰でも使えるようになります。

RISTEXの「問題解決型サービス科学研究開発」プログラムは、2
つの研究アプローチで「サービス科学」の研究基盤を構築することに取
り組んでいます。その1つ「問題解決型研究」は、社会におけるさまざま
なサービスを対象に、具体的なサービスの問題解決のための技術・方
法論の開発を進め、そこで得られた知見を蓄積し、将来さまざまな分野
のサービスで応用可能な形で汎用化できるようになることをめざしていま
す。もう一方の「横断型研究」は、サービスに関わるさまざまな研究エレ
メントに焦点を当て、新たな知見を創出し積み上げることで、それを体系
化し「サービス科学」の研究基盤の構築をめざすものです。問題解決
型研究の実践的な知見と横断型研究による科学的な概念・理論・技術・
方法論の創出とが互いに補完しあうことで、「サービス」を研究し、「サー
ビス科学」を実践するための理論が体系化されることを期待しています。

本プログラムでは、2013 年度までの公
募で18件の研究開発プロジェクトを採択し
ていますが、研究テーマは多岐にわたり、
フィールドとなる地域も全国各地に広
がっています。その中から、今回は2つ
の特色ある研究をご紹介します。
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「国際光年」に
あたって
研究監　古川雅士
（ナノテクノロジー・材料分野担当）

※http://www.jst.go.jp/csc/scienceagora/
　 場所・東京国際交流館、参加費・無料、

参加登録・不要

RISTEXについて
RISTEX（Research Institute of Science and 
Technology for Society ／社会技術研究開発センター）
環境・エネルギーや少子高齢化、安全安心、医療・介護などの重要
問題解決のための研究開発・支援を行う。学問的な研究分野からで
はなく、社会の具体的な問題の解決を通じ、新しい社会・公共・経済
的な価値を創出する研究開発を推進する。現在、「多世代共創」「安
全安心」「高齢社会」の研究開発領域、「政策のための科学」「サービ
ス科学」の研究開発プログラム、「実装支援（公募型、成果統合型）」
の研究開発成果実装プログラムの6つの研究開発を推進している。

土居 範久 どい・のりひさ

RISTEX問題解決型サービス科学研究開発プログラム�プログラム総括�慶應義塾大学名誉教授

■ 平成25年度採択　■ 平成22〜24年度採択

サービス科学採択プロジェクトの
主要活動地域

■ 新しい社会サービスのデザイン 中島 秀之（公立はこだて未来大学）
■ 触発型サービスによる価値創造 中小路 久美代（京都大学）

●❶

■ 需要主導型農業水利サービス 飯田 俊彰（東京大学）●❷

■ 価値共創の可視化と支援 木嶋 恭一（東京工業大学）●❹

■ 医療・介護サービスコミュニケーション革新 内平 直志（北陸先端科学技術大学院大学）
■ 地域の安全安心を創出する知的社会サービス 濱上 知樹（横浜国立大学）

●❺

■ 顧客参加型サービス構成支援法 原 辰徳（東京大学）
■ 文脈視点による価値共創 藤川 佳則（一橋大学）
■ 技能eラーニングサービス 淺間 一（東京大学）
■ 共創的価値の実現方法の開発 下村 芳樹（首都大学東京）
■ サービスシステムの類型化とメカニズム設計理論の構築 西野 成昭（東京大学）

●❸ 8ページ参照

■ サービス指向集合知 石田 亨（京都大学）
■ 日本型クリエイティブサービス 小林 潔司（京都大学）

●❼
4ページ参照

■ 環境変動適応型サービス 貝原 俊也（神戸大学）●❽

■ 介護業務における人財教育・評価サービス 村井 純（慶應義塾大学）●❾

■ 医療サービスにおける便益遅延性 藤村 和宏（香川大学）●❿

■ 共創価値測定尺度の開発 戸谷 圭子（明治大学）●⓫

■ やさしい社会の実現と利他性 舘岡 康雄（静岡大学）●❻
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